
●ページ構成の具体的な方法

企画書全体のページ構成は、頭の中でイメージするだけでなく、実際に構成作業を行います。

全体のページ構成作業をしないまま、企画書を書き始めると、次に何を説明するかをその都度考えながら作業することになります。

そうすると、ストーリーがうまく運べなくなったり、同じ話を繰り返したりすることが起こりがちです。

★企画書イメージ的にまとめていく方法

★文章だけでまとめていく方法

ページの順番に、ページタイトルとページ概要をまとめて

いく方法です■ページタイトル

企画書全体のページ構成は、実際に作業しておきます

具体的なページ構成の作業は、いろいろな方法があります。構成の

やり方としては、企画書のページのイメージ的にまとめていく方法と、

文章だけでまとめていく方法があります。

【【【【ページ構成の方法ページ構成の方法ページ構成の方法ページ構成の方法】】】】

コピー用紙など１枚に２×２の４つ、あるいは３×３の９つに区切って、１区

分を企画書１ページになぞらえて、ページ構成を考えていく方法です。１区

分にページタイトルとそのページに入れる概要を書いていきます。■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要
■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要 ■ページタイトル概要

概要■ページタイトル概要■ページタイトル概要■ページタイトル概要■ページタイトル概要■ページタイトル概要
企画書全体のページ構成で、全体の構成、ストーリー展開を確実にしておきます。

企画書の全体構成作業を行うことで、企画書全体のイメージが具体的になってきます。



●図解とは何か？

●商品の概要がわかりやすい

図解について簡単に説明しておきます。図解とは、企画内容をよりわかりやすくする説明の仕方です。

商品の特徴や使い方、提供方法やシステム、価格、納品までの流れなど、すべての説明は図解することができます。

図解は、相手の興味をよりひきつけ、相手の理解をより促すことができます。

図解は、企画書をよりわかりやすくする最適な方法です

文章が長いと、全部読まないと理解できません。 一目ページをみただけで、概要を理解したり、言いたいことがわかったりします

●商品の機能をわかりやすい

【【【【図解の基本図解の基本図解の基本図解の基本】】】】 【【【【図解することで図解することで図解することで図解することで】】】】

●展開方法がわかりやすい●ＰＤＣＡサイクルがわかりやすい

図解の基本は、箇条書きです。

箇条書きにすることでわかりやすくなります。


